






2 科学的社会主義の核心的命題との対比 6 マルクス a レーニン主義よりスターリン主義
3 「価値法則の利用」と「労働に応じての分配」 7 東欧「社会主義」諸国の全面的崩壊の意義
の内実 8 中国「社会主義」社会の発展方向
4 マルクス主義理論にたいする曲解と誹誘・攻 9 簡単な総括




































































































































































































































76 立教経済学研究 第44毛主 第 1号 1990年
である。 それだから， 生産者たちにとっては，彼らの私的詰労働の社会的関係は， そのあるが
ままのものとして現われるのである。すなわち，諸個人が白分たちの労働そのものにおいて結
ぶ直接に社会的な諾関係としてではなく， むしろ詰個人の物的な諸関係および詰物の社会的な






なL、が， しかし， ぞれを千子なうのである。 ぞれゆえ，価値の額に価値とはなんであるかが書い





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































証明ずみの命題である。…・・・ 0 ・・唯物論は， ミハイロフスキー氏が考えているように「大体に
おいて科学的な歴史観」ではなくて，唯一の科学的な歴史観なのである」（B.11.江田阻， Co'!He-
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